
 

 

 
 

 
 

 
 

 いよいよ令和６年度もあとわずかとなって参りました。生徒が主体となって企画から運

営までを行った体育大会や磐田市民文化会館「かたりあ」で行った合唱コンクールなど、

様々な教育活動を通して、生徒たちは、心豊かにたくましく成長することができました。

どの学級も今の学級集団での生活が最後となります。残り少ない学校生活を惜しみつつ、

充実した日々を過ごしてほしいと思います。 

 

 

 

 

１、２学期に実施した学校評価アンケートを基に、次年度の教育活動について協議を重

ねてきました。その内容について、２月 17日（月）に行われた学校運営協議会にて協議さ

れ、承認されました。主な内容は以下のとおりです。令和７年度も引き続き、御理解と御

協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

【学校教育目標】 

夢や志をもち 心豊かに たくましく挑戦する生徒の育成 

 

【学校経営目標】 

潤いと活力に満ちた豊岡中学校 
 

【スローガン】 

自ら「前へ」 ともに「前へ」 

 

【育みたい資質・能力】 

主体性 レジリエンス（自己調整力） 

 

 

これらをもとに、次の３つの柱に沿って来年度の教育活動をおこなっていきます。主な変更点

や重点をお伝えします。 

 

柱１ 生徒の主体的な活動を支える教育課程 
・「生徒に学びのハンドルを任せた授業」と「探究的な学び」を推進し、さらなる深化を

目指します。また、「自進学習（自信をもって自ら進む学習）」を各教科で取り組んで

いきます。 

・今後も、生徒による学校行事・生徒会活動の主体的な企画・運営の充実を目指します。 
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・後期より、生徒会・委員会活動の適正化を検討していきます。 

例 委員会の再編 等 

・生徒が、新しいことに挑戦し、地域や外部にも取組を発信できるように、生徒を褒め、

認め、励ます指導・支援を徹底していきます。 

・生徒の考えや各部活動の状況に応じて、生徒の主体性を生かせるように、部活動の終

了時刻を、弾力的に行えるようにします。  

例 最大１７：１５終了、１７：15以前の終了も可能、大会前延長部活許可 

 

柱２ 安全教育の充実を目指す教育課程  

・（学府合同の）引取訓練を復活します。（５月２日を予定しています。）  

・交通安全指導、防災・避難訓練をより現実感を高めた形で実施します。 

    例 予告なしの訓練実施 等 

・レジリエンス教育をさらに充実し、心理的安全性のある学校風土作りに努めます。 

 

柱３ 生徒・教職員のウエル・ビーイングを実現できる教育課程 

・社会に開かれた学校を目指し、保護者や地域の皆さんからの理解や信頼・期待を得ら

れるように学期に 1回の参観会・懇談会を設定します。 

 ４月 21日、９月 22日、２月 27日（１年生） 

・学校公開日はこれまで同様に行います。 

６月 23日、１月のラグビー観戦日 

さらに１２月 5日の午後に行う探究活動発表会（総合的な学習の時間の実践発表）を

保護者の皆様にも公開します。 

・1日の日課については、帰りの会前の時間を、現行よりも５分延長して１０分間とし 

ます。 

・１年間の中で祝日や長期休みがなく、生徒にとって心身ともに疲れやすくなる６月に 

「リフレッシュウェンズデー」を２回設定します。 

   ※リフレッシュウェンズデー…Ｂ日課・特別日課４時間の日 給食なし 

                  １2時１０分 完全下校 

・会礼や生徒会礼等の縮減・適正化や、週における行事の分散化を図ります。 

・ＰＴＡ活動への負担軽減を進めていきます。同時に、保護者や地域の皆さんによるボ 

ランティア活動を拡充していきます。 

   例 令和７年度より学年委員選出や１、２年保護者による愛校活動をなくします。  

資源回収を１回（１月 31日）とし、資源回収コンテナの常設を予定しています。 
        

豊岡中学校のホームページのアドレスです。QR コードです。→ → → 

    ↓   ↓   ↓ 

https://toyooka-j.city-iwata.ed.jp/         

Ｅmail : toyooka-j@city-iwata.ed.jp   TEL：６２－２０８５   FAX：６２－５９６２ 文責：小金澤克仁(教頭) 
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